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する国連特別報告者の報告書 非人間的扱いとしてのスティ
グマ付与――女性と子どものハンセン病患者・回復者に対す
る悪質なステレオタイプ化と構造的暴力――｣木 村 光 豪
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第⚑条 本会は，関西大学法学会と称する。
第⚒条 本会は，法学の研究を促進し，かつ研究の成果を発表することを目的とする。
第⚓条 本会は，次の事業を行う。
⚑ 機関誌「関西大学法学論集」及び「関西大学法学会誌」の発行。
⚒ その他本会の目的を達成するために必要な事項。

第⚔条 本会は，大阪府吹田市山手町 3-3-35 に置く。
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